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今
年
の
七
月
に
投
票
が
行
わ

れ
た
参
議
院
選
挙
の
中
で
地
球

温
暖
化
に
は
疑
義
が
あ
る
と
い

う
主
張
を
し
た
新
興
政
党
（
参

政
党
）
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
間
違
い
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

同
党
の
主
張
を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
朝
日
新
聞
が
、
今

年
七
月
に
主
要
政
党
を
対
象
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を

積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

か
を
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
回
答
を
得
た

九
政
党
の
う
ち
、
参
政
党
だ
け

が
「
必
要
は
な
い
」
と
答
え
て

い
ま
す
（
同
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
、
七
月
十
一
日
付
記
事
よ

り
）
。
そ
の
理
由
は
、
「
科
学

的
な
議
論
の
余
地
が
あ
る
」

「
偏
り
の
な
い
エ
ビ
デ
ン
ス

（
証
拠
）
に
基
づ
く
科
学
的
な

検
証
が
必
要
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
に
関

す
る
科
学
的
な
議
論
は
、
す
で

に
充
分
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
世

界
の
ほ
ぼ
す
べ
て
一
九
五
の
国

と
地
域
が
参
加
し
て
い
るIPCC

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
）
に
よ
っ
て
、
世
界
中

の
気
象
関
係
の
研
究
者
、
科
学

者
が
長
年
研
究
を
重
ね
、
そ
の

成
果
は
「
評
価
報
告
書
」
と
い

う
形
で
世
界
に
公
開
さ
れ
て
き

て
い
る
か
ら
で
す
。

二
〇
二
一
年
か
ら
二
〇
二
三

年
に
順
次
公
表
さ
れ
た
第
六
次

評
価
報
告
書
は
、
六
十
六
カ
国

か
ら
二
三
〇
人
以
上
の
専
門
家

が
執
筆
者
と
し
て
参
加
し
、
一

万
四
千
本
以
上
の
論
文
が
引
用

さ
れ
、
三
回
の
査
読
（
他
の
専

門
家
が
論
文
の
妥
当
性
を
検
証

す
る
こ
と
）
を
受
け
て
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
と
い
い
ま
す
。
ま

た
、
同
組
織
で
は
専
門
分
野
、

出
身
地
域
、
性
別
の
偏
り
を
避

け
た
執
筆
者
構
成
と
す
る
こ
と

も
定
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

参
政
党
が
疑
義
を
呈
し
て
い

る
点
、
「
科
学
的
な
議
論
」
と

「
偏
り
の
な
い
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
く
科
学
的
な
検
証
」
が
充

分
行
わ
れ
て
、
評
価
報
告
書
が

出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
第
六
次
評
価
報
告
書
の

結
論
は
、
人
間
の
影
響
に
よ
る

温
暖
化
は
「
疑
う
余
地
が
な
い
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

同
党
の
科
学
的
議
論
を
軽
視

し
、
偏
り
の
な
い
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
か
な
い
主
張
に
惑
わ
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
は
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
低

炭
素
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の

転
換
を
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
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人
為
的
な
地
球
温
暖
化
は

疑
う
余
地
が
な
い

教
化
部
長

山
岡

睦
治

あなたの愛で

自然を守ろう

大自然の恩恵に

感謝しましょう

祝日には

国旗を掲げて

奉祝しましょう！

紙
媒
体
の
『
し
ら
か
ば
』
十
二
月
号
に
は
、
本
枠

内
に
総
裁
・
谷
口
雅
宣
先
生
の
新
刊
書
『
二
百
字

日
記
１
』
よ
り
12
月
17
日
の
日
記
文
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
際
本
部
か
ら
の
著
作
権

に
関
す
る
指
導
に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
媒
体
で
の
先
生

の
ご
文
章
の
掲
載
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
12
月
の
告
知
板
】

ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ
開
店
日(

教
化
部)

◆
12
日
（
金
）

午
後
一
時
～
三
時

ラ
ジ
オ
風
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

◆
26
日
（
金
）

午
後
一
時
三
Ｏ
分
～

二
時
一
五
分
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松
本
生
命
学
園
が
、
令
和
七

年
十
一
月
八
日
に
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
園
児
三
名
（
小
学
生

一
名
、
三
歳
児
二
名
）
、
保
護

者
が
五
名
で
し
た
。

朝
礼
後
、
山
岡
教
化
部
長
の

「
い
の
り
（
命
宣
）
の
大
切
さ
」

と
題
し
た
講
話
が
、
子
ど
も
達

に
も
分
か
り
や
す
く
、
保
護
者

や
ス
タ
ッ
フ
も
祈
り
と
コ
ト
バ

の
力
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今

回
の
実
修
は
、
五
月
に
植

え
た
落
花
生
の
収
穫
と
南
瓜
の

茶
巾
絞
り
を
行
い
ま
し
た
。
落

花
生
が
ど
の
よ
う
に
育
つ
の
か
、

大
人
で
も
知
ら
な
い
人
が
多
く
、

収
穫
が
楽
し
み
で
し
た
。
園
児

の
皆
さ
ん
が
、
教
化
部
の
裏
の

畑
で
実
っ
た
落
花
生
の
苗
を
引

き
抜
く
と
、
根
っ
こ
の
周
り
に

落
花
生
が
い
っ
ぱ
い
付
い
て
い

て
、
思
わ
ず
歓
声
が
で
ま
し
た
。

九
本
の
苗
を
抜
い
て
、
水
で
洗

い
、
落
花
生
を
一
つ
ず
つ
取
り
、

ま
た
水
で
三
回
程
洗
う
作
業
を

小
さ
な
お
手
々
で
一
生
懸
命
に

し
て
い
ま
し
た
。
全
部
で
約
一
・

二
㎏
あ
り
、
等
分
し
て
持
ち
帰
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
南
瓜
の
茶
巾
絞
り

を
作
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が

蒸
か
し
て
準
備
し
た
南
瓜
を
ラ
ッ

プ
に
の
せ
形
を
整
え
て
ラ
ッ
プ

の
先
端
を
ク
ル
ク
ル
巻
い
て
出

来
上
が
り
で
す
が
、
こ
れ
も
ま

た
、
真
剣
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
茶
巾
絞
り
に
、

各
々
好
き
な
よ
う
に
ゴ
マ
き
な

粉
な
ど
の
粒
を
か
け
て
頂
き
ま

し
た
。
甘
味
料
を
入
れ
な
い
自

然
な
甘
さ
が
と
て
も
美
味
で
し

た
。

パ
パ
マ
マ
教
室
は
十
一
時
か

ら
別
室
で
マ
マ
二
人
が
参
加
し

山
岡
教
化
部
長
の
ご
指
導
で
行

わ
れ
、
『
白
鳩
』
の
マ
マ
ナ
ビ

を
テ
キ
ス
ト
に
、
日
頃
の
子
育

て
の
悩
み
や
喜
び
等
を
語
り
合

い
ま
し
た
。

暁
の
大
満
月
や
今
日
よ
き

日せ
せ
ら
ぎ
や
小
春
日
和
の

吟
行
会

倭

師
走
来
て
光
陰
へ
の
お
も

と

き

い
深
み
ゆ
く

冬
の
空
ひ
ろ
が
る
さ
な
か

風
の
凪
ぐ

洋
子

御
殿
山
み
ど
り
押
し
の
け

照
葉
か
な

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
秋
寒
な
ん

の
小
花
出
る

連
山

※
随
時
、
皆
様
か
ら
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

投
稿
は
編
集
部
宛)

☆
11
／
８
生
命
学
園
＆

（
パ
パ
マ
マ
対
象
の
）
壮
年
誌
友
会

開
催
報
告
☆

聖
使
命･

霊
宮
の
12
月
分
は

12
月
22
日
（
月
）
引
き
落
と
し

と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
集
計
表
〆
切
は

12
月
15
日
（
月
）
教
化
部
必
着

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
聖
使
命
に
つ
い
て

★
次
の
方
々
の
「
聖
魂
」
が
新
た

に
生
長
の
家
総
本
山
龍
宮
住
吉
本

宮
の
宝
筐
に
奉
安
さ
れ
、
生
長
の

家
の
大
神
よ
り
永
遠
の
祝
福
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

什
一
会
員
（
新
規
・
敬
称
略
）

佐
久

２
名

幸
福
へ
の
近
道
は

神
さ
ま
と
つ
な
が
る

聖
使
命
会
員
に
！
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去
る
11
月
16
日
（
日
）
、
秋

晴
れ
の
長
野
県
教
化
部
に
て
11

月
度
の
「
生
長
の
家
オ
ー
プ
ン

食
堂
（
担
当
：
北
信
地
区
）
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
か

ら
好
評
だ
っ
た
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ

も
併
設
し
、
最
終
的
に
総
勢
35

名
の
皆
様
が
ご
来
場
く
だ
さ
り

ま
し
た
。

今
回
の
オ
ー
プ
ン
食
堂
も
、

野
沢
温
泉
か
ら
駆
け
つ
け
て
頂

い
た
運
営
委
員
を
は
じ
め
、
皆

さ
ん
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
、

賑
や
か
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

故
郷
の
実
家
に
帰
り
し
心
地
し
て

先
祖
供
養
の
御
祭
に
座
す村

田

雪
子

カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
陽
ざ
し
の
温
も
れ
る

ぬ
く

静
か
な
一
時
幸
せ
充
ち
て村

田

雪
子

海
を
背
に
ス
テ
ッ
キ
つ
き
て
立
つ
父
の

古
き
写
真
を
飽
か
ず
見
つ
む
る

太
田
喜
榮
子

十
歳
の
孫
を
残
し
て
逝
き
し
父

結
核
故
に
交
じ
わ
り
浅
く太

田
喜
榮
子

織
り
上
げ
し
作
品
を
手
に
喜
べ
ば

吾
ら
親
娘
も
喜
び
の
湧
く牛

山
よ
し
み

久
々
の
教
化
部
に
て
懐
か
し
き

お
顔
拝
見
し
楽
し
き
一
日牛

山
よ
し
み

風
に
舞
う
枯
れ
葉
ひ
た
す
ら
そ
の
ま
ま
に

標
し
め
ざ
す
す
べ
て
を
ゆ
だ
ね

し
る
べ

斉
藤

洋
子

南
天
の
あ
か
き
実
の
色
冬
の
日
に

そ
そ
ぐ
光
を
あ
ま
さ
ず
ま
と
う

斉
藤

洋
子

※
随
時
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

編
集
部)

10
月
19
日
オ
ー
プ
ン
食
堂

ぎ

ん

な

ん

等
々
力
美
保

11
月
16
日
オ
ー
プ
ン
食
堂

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

ね
ぎ
・
な
め
こ

大
根
・
キ
ャ
ベ
ツ

人
参
・
さ
つ
ま
芋

（
合
計
７
品
）

小
林
智
恵
子

手

作

り

み

そ

平
島
か
づ
枝

米

土
屋

好
正

（
敬
称
略
）

そ
の
他
奉
納

旬
果
物
一
式

中
村

栄
子

柿

山
岡

睦
治

り

ん

ご

栗
林

邦
子

お

菓

子

富
井
と
し
子

お

菓

子

富
井
ま
り
子

柿

斉
藤

洋
子

（
敬
称
略
）

11
月
度
先
祖
供
養
祭
奉
納
金

小
松

智
子

平
谷
美
佐
子

手
塚
香
お
る

小
口

壽
子

丸
山

仁
子

栗
林

邦
子

折
橋

操
子

（
敬
称
略
）

奉

納

御

礼

11
／
16
（
日
）

オ
ー
プ
ン
食
堂
（
教
化
部
）
開
催
！

◇ご奉納ありがとうございました。
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一
年
の
終
わ
り
に
、
造
化
の
三
神
な
ら
び
に

住
吉
大
神
の
宇
宙
浄
化
の
御
働
き
に
よ
っ
て
、

罪･

穢
れ･

悪
業
（
心
の
ゴ
ミ
）
を
悉
く
祓
い
浄

め
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

・
「
人
型
」
は
一
人
に
つ
き
二
枚
お
書
き
く
だ

さ
い
。
（
総
本
山
・
教
化
部
の
二
枚
で
一
体
分
）

・
奉
納
金
：

一
体
300
円
以
上

・
申
込
〆
切
：

12
月
15
日
（
月
）

大
祓
人
型
の
す
す
め


